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甲府市内の飲食店は、感染予防対策をしてみなさまをお待ちしています。



9/8、99/3、4、78/31 9/7 9/11 9/25

9月定例会引き続き新型コロナウイルス感染  症に対応した
　甲府市議会は、9月定例会を8月31日から9月25日までの26日間の日程
で行いました。新型コロナウイルス感染症対策について取り上げたほか、

甲府市子ども屋内運動遊び場条例制定について、令和元年度甲府市各会計別決算の認定についてなど、
各常任委員会及び決算審査特別委員会の審査を経て、提案された22案件をすべて原案のとおり可決・
認定・同意・可決及び認定いたしました。
　甲府市子ども屋内運動遊び場条例は、令和2年3月定例会で可決した甲府市子ども未来応援条例に基
づき、遊びの中で子どもの運動への興味・関心を深め、運動能力の向上、豊かな心や健やかな体の成
長に寄与する子ども屋内運動遊び場を設置するための条例です。主な補正予算は、新型コロナウイル
ス感染症に係る緊急対応策（第6弾・第7弾）に関わるもので、感染拡大を防ぎ、新たな日常を作り上げ
ていくための予算措置となっています。

　令和2年9月定例会を開会、新型
コロナウイルス感染症に対応する
補正予算案等について、市長から
提案理由の説明を受けました。

　3日間の市政一般質問では、日々の市政課題につい
ての質問とともに、新型コロナウイルス感染症への
対応状況を確認、新たな提案も行いました。

　各常任委員会を開催し、付託された
議案の審査のほか、新型コロナウイル
ス感染症対策についてなど調査を行
いました。

9/14～23

新型コロナウイルス感染症対応策に係る
補正予算案等を可決、成立させました。

　新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開き、
民間事業者がどのような状況にあるか調査し、今後の
対応策に反映させるため、甲府商工会議所と意見交換
することを決定しました。

9/24

新型コロナウイルスに係る財政運営について
（答弁）
　緊急対応策に伴う補正予算については、総額約213億5千万円の予算で対応しました。感染症拡大への引き続きの
対応や景気後退による市税収入の減が予想される中、歳入面においては国の財政措置を活用しつつ、法人市民税など
の減額を補填する減収補填債、地方税の徴収猶予に対応する猶予特例債、公営企業会計における特別減収対策企業債
の発行や基金の効果的な活用、また歳出面においては緊急度・優先度を把握した事業執行や事業の年度間調整など、
歳入・歳出両面からの財源確保に努め、市民の安全・安心を支える行政サービスの推進と、その基盤となる本市財政
の確立のため長期的な視点に立った持続可能な財政運営に努めます。

新型コロナウイルス感染症対策について
（答弁）
　保健所では、帰国者・接触者相談センターにおける
市民からの問い合わせに対して円滑かつ適切に対応す
るため、新たに看護師資格を有する職員を採用したほ
か、迅速かつ効率的な疫学調査を実施するため、他部
署から保健師などの職員を流動措置するなど、人員体
制の整備に努めています。今後も保健所職員の経験と
専門的な知識や技術を活かす中で保健所の役割を果た
すことができるよう、感染状況に応じた万全な体制を
整えてまいります。

小中学校等の
公共施設における
空調設備の整備
　小中学校等の公共施
設における感染を防止
するため、空調設備を
再整備して換気の向上
を図り、安心して快適
に利用できる環境を整
えます。

インフルエンザ
予防接種費用の助成

　新型コロナウイル
ス感染症と季節性イ
ンフルエンザとの同
時流行に備え、生後
6ヵ月から18歳まで
の子どもと妊婦の方
を対象に接種費用の
一部を助成します。

がんばろう甲府！
最大30％戻ってくるキャンペーン
（第2弾）の実施
　市内飲食店等での消費を喚起さ
せるとともに、新しい生活様式へ
の定着を促すため、市内対象店舗
にてQRコード決済を利用した方
に支払金額の最大30％のポイン
トを還元します。
※実施時期
　令和2年12月～令和3年1月

甲府市テレワーク導入
助成金の支給

　新たな働き方の推進
と事業継続を図るた
め、中小企業・小規模
事業者が行うテレワー
クの職場環境整備に係
る経費を助成します。

PCR検査の拡充について
（答弁）
　更なる検査体制の強化を図る観点から、甲府市医師会
と連携する中で、新たに甲府市地域医療センター内に
PCR検査機器等を配備した検査室を整備し、市民が身
近な「かかりつけ医」において検査できる体制を構築する
こととしました。国において示された、医療機関、高齢
者施設等に勤務する者、入院・入所者を対象とした一斉・
定期的な検査の実施などの方針を踏まえ、甲府市医師会
とも連携する中で検査体制の整備に努めてまいります。

　閉会中の12月定例会までの間も、
新型コロナウイルス感染症対策特別
委員会を開催する予定です。市民の
みなさまの声をお聞きし、今後の取
組に反映させてまいります。

　更なる感染症対策のため、
追加の補正予算案が提案さ
れました。

　令和元年度決算を認定した後、市長から追加提案された
緊急対応策（第7弾）に関連する補正予算案等を審議し、
可決、成立させ、9月定例会は閉会しました。

　感染症拡大防止に配慮し、令和元年度決算を
審査する決算審査特別委員会を開催しました。
※概要は12・13ページ
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• 災害に強いまちづくりをして
ほしい
• 豪雨への備えをしてほしい
• 洪水被害が生じたときの対応
策が心配

• 心の教育を充実させてほしい
• 障がい者への理解を深め、
手話の普及を行ってほしい

• 地場産業と企業誘致により働
く場所を増やしてほしい
• 宝石関係の起業を後押しした
らどうか
• 都会流出を食い止めるための
方策を打ち出してほしい

• 学校教育を通じて環境教育を
進めてほしい

• 1000年に1度の豪雨を想定した洪水ハザード
マップの周知を行い、まちかどの電柱や公共
施設などに被災時の浸水深などを掲示し、見
える化すべき
• 今年度から台風や大雨に対する訓練を行うこ
とについて更なる周知が必要

• 聴覚障がい者の現状や当事者の声を聞く機会
を設けていくべき
• 手話の普及に関して、学校教育や生涯学習で
取り扱えないか議論していく

• 市として求人に関する情報を収集するととも
に、情報発信を行い、マッチングを強化する
べき
• 市として利用されていない土地の情報につい
て、積極的に情報発信し、土地の有効利用を
図っていくべき

• 既に計画している環境教育を周知徹底し、推
進していくべき
• 地球温暖化対策やマイクロプラスチックの問
題に対して提案していく

洪水ハザードマップや避難訓
練についての周知が行き届い
ていないことが明らかになっ
たことから、取組をもっと推
進すべきであると市執行部に
伝える

手話の普及については、委員
会で調査・研究していく

働く場所の確保については、
今後も委員会において調査・
研究を継続していく

環境教育について、現状の取
組状況を調査し、議論を深め
ていく

　令和元年11月11日、12日に開催した市民と議会の交流会では、市民のみなさまから多くのご意見を
頂戴しました。いただいたご意見の取扱いについてご報告いたします。

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

主なご意見とその対応
委員からの意見 取扱いの方向性

担
　当

委
員
会

いただいた
市民の声

　市民のみなさまと一緒に
ワークショップを行いました。市民と議会の交流会

　ご意見の検討を
各常任委員会と議会運営
委員会に割り振りました。

議会運営委員会

　各委員会で、議員間討議を行い、
取扱いをまとめました。各常任委員会と議会運営委員会

　各委員会の結論を踏まえ、ご意見のうち、7件を市長への直接要望
とするもの、15件を委員会等で更なる調査を要するもの、8件を議会
活動の参考にするものとしました。

議会運営委員会

　取りまとめたご意見は、市長への直接要望とするものは速やかに届け、
その他は常任委員会等において引き続き討議してまいります。
　また、本年度においてもウィズコロナ対応型の市民と議会の交流会開催
に向け、準備してまいります。

取扱いを決定

（令和元年11月11日、12日）
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児
童
館
の
設
置
に
つ
い
て

質問
　
児
童
館
は
、
子
ど
も
の
健
全

な
育
成
を
目
的
と
し
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
が
子
ど
も

を
託
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

児
童
館
と
、
地
域
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
所
と
の
複
合
施
設
を
、
市
内

で
子
ど
も
の
い
る
世
帯
が
一
番
多
く
居

住
す
る
山
城
地
区
に
建
設
を
考
え
て
は

い
か
が
か
、
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
児
童
館
機
能
を
持
っ
た
複
合

施
設
は
、
地
域
の
子
ど
も
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
な
ど
、
地

域
で
子
育
ち
を
応
援
す
る
施
設
で
あ
り
、

本
市
が
推
進
す
る
子
ど
も
未
来
応
援
施

策
と
方
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
、
地
域
に
お
け
る
需
要
を
踏

ま
え
、
関
連
施
設
と
の
複
合
化
等
に

よ
っ
て
必
要
な
機
能
の
充
実
や
施
設
の

有
効
活
用
に
加
え
、
市
民
の
皆
様
や
関

係
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
る
効
率
的
な

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
視
点
か

ら
、
施
設
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

甲
府
名
山
に
つ
い
て

質問
　
甲
府
市
は
四
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
「
山
の
都
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
甲
府
名
山
25
山
を
指
定
し
ま
し

た
。
そ
の
25
山
を
全
て
登
り
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
道
の
整
備
や
指
標
の
少
な
さ

な
ど
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
甲
府
名
山
は
、
こ
う
ふ
開
府

５
０
０
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
武
田
信
玄
公
と
武
田
二
十
四
将

に
あ
や
か
り
、
標
高
が
２
０
０
０
メ
ー

ト
ル
を
越
え
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ

て
い
る
山
か
ら
地
元
で
愛
さ
れ
て
い
る

４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
ま
で
、
25

山
を
幅
広
く
選
定
し
て
い
ま
す
。

　
登
頂
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
一
方
、
登
山
道

の
入
口
や
頂
の
位
置
が
分

か
り
に
く
い
な
ど
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
登
山
者
の

利
便
性
の
向
上
や
遭
難
の

防
止
の
観
点
か
ら
、
今
後

も
案
内
看
板
の
設
置
や
登

山
道
の
整
備
を
順
次
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ
い
て　
他

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
更
な
る
強

化
に
つ
い
て

質問
　
本
市
の
感
染
症
対
策
は
経
済

優
先
で
、
医
療
や
公
衆
衛
生
に

関
す
る
対
策
が
遅
れ
て
い
た
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
緊
急
対
応
策
（
第
６
弾
）

の
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
更
な
る
強
化
」

に
お
け
る
検
査
方
法
、
検
査
数
、
開
始

時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　

検
査
方
法
は
、新
た
に
甲
府

市
医
師
会
が
主
体
と
な
り
、地
域

の「
か
か
り
つ
け
医
」に
お
い
て
検
体
採

取
を
行
い
、移
動
式
の
検
体
採
取
車
両
も

導
入
す
る
中
で
、甲
府
市
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
内
に
整
備
す
る
全
自
動
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
器
等
を
配
備
し
た
検
査
室
に
お
い

て
検
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
検
査
体
制
に
よ
り
、
集
中
的
に

検
査
が
必
要
な
施
設
で
の
感
染
拡
大
防

止
等
が
図
ら
れ
、
検
査
数
は
１
カ
月
最

大
７
２
０
件
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
山
梨
県
全
体
の
検
査
能
力
拡

充
に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
検
査
体
制
は
、
12
月
か

ら
の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
立
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

に
つ
い
て

質問
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
は
、

対
面
の
教
育
が
な
お
ざ
り
に
さ

れ
る
こ
と
や
、
教
職
員
の
過
重
労
働
と

な
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

本
市
で
は
、授
業
は
対
面
で

学
ぶ
こ
と
を
基
本
と
考
え
て
お

り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
知
識
の
確
実
な
習
得
や

思
考
を
深
め
、広
げ
る
な
ど
、授
業
の
質

を
向
上
す
る
た
め
に
使
用
す
る
も
の
で
、

既
に
学
校
現
場
で
は
、大
型
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
児
童
が
書
い
た
意
見
等
を
表
示

し
、思
考
を
深
め
る
授
業
等
が
実
践
さ

れ
、そ
の
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
導
入
期
の
教
員
の
負
担
軽
減

や
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
組
織

的
・
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

今
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
、
サ

ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業
費
を
提
案

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
全
て
の
児

童
・
生
徒
の
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
る
基
盤

と
な
る
資
質
・
能
力
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
外

の
健
康
管
理
と
予
防
に
つ
い
て　
他

※一問一答…一問ごとに質疑応答を行う。　　分割…質問項目ごとに質疑応答を行う。　　一括…�質問項目すべてを質問し、一括で答弁を行う。

こうふクラブ
代表質問（分割）

山田　　厚

政友クラブ
代表質問（分割）

岡　　政𠮷

9月
定例会

• 災害に強いまちづくりをして
ほしい
• 豪雨への備えをしてほしい
• 洪水被害が生じたときの対応
策が心配

• 心の教育を充実させてほしい
• 障がい者への理解を深め、
手話の普及を行ってほしい

• 地場産業と企業誘致により働
く場所を増やしてほしい
• 宝石関係の起業を後押しした
らどうか
• 都会流出を食い止めるための
方策を打ち出してほしい

• 学校教育を通じて環境教育を
進めてほしい

• 1000年に1度の豪雨を想定した洪水ハザード
マップの周知を行い、まちかどの電柱や公共
施設などに被災時の浸水深などを掲示し、見
える化すべき
• 今年度から台風や大雨に対する訓練を行うこ
とについて更なる周知が必要

• 聴覚障がい者の現状や当事者の声を聞く機会
を設けていくべき
• 手話の普及に関して、学校教育や生涯学習で
取り扱えないか議論していく

• 市として求人に関する情報を収集するととも
に、情報発信を行い、マッチングを強化する
べき
• 市として利用されていない土地の情報につい
て、積極的に情報発信し、土地の有効利用を
図っていくべき

• 既に計画している環境教育を周知徹底し、推
進していくべき
• 地球温暖化対策やマイクロプラスチックの問
題に対して提案していく

洪水ハザードマップや避難訓
練についての周知が行き届い
ていないことが明らかになっ
たことから、取組をもっと推
進すべきであると市執行部に
伝える

手話の普及については、委員
会で調査・研究していく

働く場所の確保については、
今後も委員会において調査・
研究を継続していく

環境教育について、現状の取
組状況を調査し、議論を深め
ていく

　令和元年11月11日、12日に開催した市民と議会の交流会では、市民のみなさまから多くのご意見を
頂戴しました。いただいたご意見の取扱いについてご報告いたします。

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

どうなった!?ご意見は
みなさまからの

主なご意見とその対応
委員からの意見 取扱いの方向性

担
　当

委
員
会

いただいた
市民の声

　市民のみなさまと一緒に
ワークショップを行いました。市民と議会の交流会

　ご意見の検討を
各常任委員会と議会運営
委員会に割り振りました。

議会運営委員会

　各委員会で、議員間討議を行い、
取扱いをまとめました。各常任委員会と議会運営委員会

　各委員会の結論を踏まえ、ご意見のうち、7件を市長への直接要望
とするもの、15件を委員会等で更なる調査を要するもの、8件を議会
活動の参考にするものとしました。

議会運営委員会

　取りまとめたご意見は、市長への直接要望とするものは速やかに届け、
その他は常任委員会等において引き続き討議してまいります。
　また、本年度においてもウィズコロナ対応型の市民と議会の交流会開催
に向け、準備してまいります。

取扱いを決定

（令和元年11月11日、12日）
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
と
気
候
変
動

非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

質問
　
近
年
の
気
候
変
動
に
対
す
る

強
い
危
機
感
を
市
民
と
共
有
し
、

｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
行
動
の
10
年｣

の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
り
未
来
の
た
め
に
気
候
変
動
非

常
事
態
宣
言
を
表
明
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
は
、

国
連
が
持
続
可
能
な
開
発
目
標

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
中
で
「
気
候
変
動
及
び

そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対

策
を
講
じ
る
」
と
し
、
各
国
に
具
体
的

な
対
策
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
で
は
山
梨
県
が
年
内
に
発
足
予
定
の

「
仮
称　
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
や
ま
な
し
会

議
」
に
参
画
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
気
候
変
動
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

も
、
気
候
変
動
に
対
す
る

危
機
感
を
市
民
と
共
有
す

る
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
都
市

の
状
況
を
調
査
・
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
向
け
た

諸
施
策
の
実
現
に
つ
い
て

質問
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お

け
る
政
策
形
成
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
「
地
域
未
来
構
想
20

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
活
用
し
な
が
ら
、

政
策
立
案
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
今
後

の
基
本
的
な
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
個
人
や
企
業
な

ど
様
々
な
主
体
の
行
動
、
意
識
、
価
値

観
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
世
の
中
に
大
き

な
変
革
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
多
岐
に

渡
る
専
門
家
の
持
ち
得
る
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
は
政
策
形
成
の
過
程
に
お

い
て
有
効
な
手
段
で
あ
り
、「
地
域
未
来

構
想
20
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
に
強

い
社
会
の
構
築
と
、
地
域
経
済
の
回
復

を
図
る
た
め
、
国
が
実
施
す
る
様
々
な

支
援
策
の
活
用
を
通
じ
て
、「
社
会
の
変

化
」
や
「
時
代
の
ニ
ー
ズ
」
を
捉
え
た

質
の
高
い
施
策
形
成
に
努
め
、
市
民
の

皆
様
が
安
心
な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る

よ
う
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
電
子
決

済
に
つ
い
て　
他

リ
ニ
ア
新
駅
の
周
辺
地
域
問
題

及
び
名
称
提
言
に
つ
い
て

質問
　
リ
ニ
ア
新
駅
周
辺
の
土
地
利

用
計
画
は
、
平
成
元
年
８
月
以

来
、
山
梨
県
が
主
体
的
に
先
導
し
て
き

た
が
、
昨
年
２
月
以
降
の
県
の
動
向
は

先
駆
者
た
ち
の
努
力
を
無
視
す
る
も
の

で
、
今
後
は
、
じ
っ
く
り
と
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
新
駅
名
を｢

富
士
山
甲
府
駅｣

に
す
べ
き
だ
と
提
言
す
る
。

答弁
　

本
市
で
は
、リ
ニ
ア
駅
周
辺

に
、新
た
な
産
業
の
立
地
や
、研

究
開
発
機
能
の
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
で
、最
先
端
技
術
に
よ
る
県
内
産
業

の
活
性
化
や
、優
秀
な
人
材
の
確
保
を

期
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
現
下
の
厳

し
い
経
済
状
況
や
民
間
投
資
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、山
梨
の
産
業
を
牽
引

し
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
民
間
企

業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
べ
き
」と
の

ご
意
見
は
、本
市
の
土
地
利
用
の
方
向

性
と
一
致
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
新
駅
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

リ
ニ
ア
中
間
駅
の
中
で
、
世
界
遺
産
で

あ
る
富
士
山
に
最
も
近
い
駅
と
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
国
内
外
の
多
く
の
人
々

が
集
う
山
梨
県
の
新
し
い
玄
関
口
と
し

て
相
応
し
い
名
称
と
な
る
よ
う
、
県
や

関
係
市
町
と
連
携
し
て
気
運
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

マ
ス
ク
購
入
券
配
布
事
業
に
つ

い
て

質問
　

武
漢
ウ
イ
ル
ス
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
本
市
対
応
策
を
検

証
す
る
と
、
そ
の
多
く
が
評
価
さ
れ
て

い
る
が
、「
マ
ス
ク
購
入
券
」
配
布
事
業

だ
け
は
10
％
し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ど
こ
で
企
画
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
経
過
で
実
施
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
責
任
を
問
う
。

答弁
　
購
入
券
は
５
月
12
日
か
ら
市

内
９
万
９
０
９
１
世
帯
に
順
次

配
布
し
、マ
ス
ク
の
販
売
は
６
月
30
日
ま

で
県
内
28
店
舗
で
行
わ
れ
、１
箱
50
枚
入

り
で
１
万
６
９
４
９
箱
、９
９
３
６
世
帯

に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
施
時
期
は
、
最
適
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
日
常
生
活
で
必
需
品
と

な
っ
た
マ
ス
ク
を
必
要

と
し
て
い
る
約
１
万
世

帯
の
市
民
の
方
々
の
期

待
に
応
え
ら
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

創政こうふ
代表質問（分割）

金丸　三郎

公明党
代表質問（分割）

植田　年美
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リ
ニ
ア
Ｋ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て

質問
　
リ
ニ
ア
Ｋ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
経
過
と
山
梨
県
と
の
協
議
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
平
成
29
年
12
月
に
は
、
リ
ニ

ア
駅
周
辺
の
高
室
町
、
大
津
町
、

西
下
条
町
の
皆
様
か
ら
、
山
梨
県
知
事
、

甲
府
市
長
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
、
市
街

化
区
域
編
入
の
要
望
が
提
出
さ
れ
、
本

市
で
は
、
県
の
整
備
方
針
を
受
け
策
定

し
た
「
甲
府
市
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
」

に
お
い
て
リ
ニ
ア
駅
へ
の
円
滑
な
ア
ク

セ
ス
が
確
保
で
き
る
エ
リ
ア
へ
の
居
住

機
能
の
誘
導
を
推
進
す
る
こ
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
市
街
化
区
域
編
入
」
の

要
件
と
な
る
「
組
合
施
行
の
土
地
区
画

整
理
事
業
」
の
勉
強
会
開
催
を
呼
び
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
リ
ニ
ア
Ｋ
Ｓ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
30
年
４
月
に
立

ち
上
げ
、
県
に
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
原
案
）」
で
示
さ
れ
た

「
新
た
な
土
地
利
用
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
が
進
ん
だ
段
階
で
適
切
な
対
応
を

講
ず
る
」
と
し
た
文
章
が
、
令
和
２
年

４
月
に
削
除
さ
れ
、
本
市
に
通
知
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
該
文
章
の
再
度
掲
載
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
な
ど
、
要
望
や
協
議
を
重

ね
て
き
た
も
の
の
、
県
は
本
市
に
対
し

て
「
市
街
化
区
域
の
拡
大
は
困
難
で
あ

る
」
と
い
う
見
解
の
た
め
、
協
議
の
進

展
は
図
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
同
年
７
月
10
日
の
県
・
市
の
協
議
の

席
上
で
は
、
新
た
な
見
解
と
し
て
「
リ

ニ
ア
駅
近
接
地
域
の
市
街
化
区
域
編
入

の
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
た
い
」
と
の

文
書
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
７
月
17
日
、
山
梨
県
が
高

室
町
の
皆
様
に
行
っ
た
説
明
で
は
、
本

市
へ
示
さ
れ
た
新
た
な
見
解
と
は
異
な

り
、「
市
街
化
区
域
の
拡
大
は
困
難
で
あ

る
」
と
伝
え
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
高
室
町
の
皆
様
に
は
土

地
区
画
整
理
事
業
の
取
組
に
ご
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
県
の
対
応
が
二
転
三
転
し

た
こ
と
に
よ
り
今
後
の
事
業
の
展
開
に

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
、
地

元
の
皆
様
の
ご
意
見
を
確
認
す
る
中
で
、

山
梨
県
の
「
甲
府
都

市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策

定
に
あ
た
り
、
協
働

し
て
要
望
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
に
つ
い
て

質問
　
県
内
で
感
染
者
数
が
一
番
多

い
本
市
に
お
い
て
、
積
極
的
な

検
査
体
制
の
拡
充
、
特
に
、
医
療
機
関
、

介
護
施
設
、保
育
園
、学
校
、消
防
署
な
ど

集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
施
設
に
勤

務
す
る
職
員
等
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
「
行
政
検
査
」
と
位
置
付
け
、

市
が
責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
求
め
ま

す
。答弁

　
更
な
る
検
査
体
制
の
強
化
を

図
る
観
点
か
ら
、
甲
府
市
医
師

会
と
連
携
し
、
甲
府
市
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
等
を
配
備

し
た
検
査
室
を
整
備
し
、「
か
か
り
つ
け

医
」
に
お
い
て
検
査
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
医
療
機
関
、

高
齢
者
施
設
等
に
勤
務
す
る
者
、
入

院
・
入
所
者
を
対
象
と
し
た
一
斉
・
定

期
的
な
検
査
の
実
施
等
の
方
針
を
踏
ま

え
、
今
後
も
、
甲
府
市
医
師
会
と
連
携

し
、
検
査
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質問
　
全
国
で
は
、
自
治
体
が
独
自

に
学
生
を
支
援
す
る
取
組
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
学
習
・
研
究
等
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
学
生
の
実
態
調
査
、
相
談

活
動
、
現
金
給
付
な
ど
の
支
援
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
国
等
の
支
援
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
青
少
年
の
学
校
生
活
や
進
学
等
の
相

談
に
も
対
応
す
る
た
め
、
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
青
少
年
相

談
室
に
お
い
て
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

経
済
的
困
難
と
な
る
学
生
等
か
ら
の
相

談
に
対
し
、
困
窮
の
状
況
や
実
態
把
握

に
努
め
る
中
、
相
談
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
応
じ
た
給
付

金
や
奨
学
金
、
授

業
料
免
除
制
度
を

紹
介
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
市
立
小
中
学
校
、
甲
府
商
業
高

等
学
校
の
男
女
混
合
名
簿
導
入
に
つ

い
て　
他

こうふ未来
代表質問（分割）

藤原伸一郎

日本共産党
代表質問（分割）

木内　直子
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成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に

つ
い
て

質問
　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
成
年
後

見
制
度
の
利
用
促
進
に
対
す
る

取
組
状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
昨
年
４
月
に
「
甲
府
市
成
年

後
見
制
度
中
核
機
関
」
を
設
置

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、

制
度
の
利
用
促
進
に
向
け
た
周
知
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
体
制
の
整
備

を
図
る
中
、
関
係
機
関
の
連
携
を
目
的

と
し
た
「
成
年
後
見
制
度
利
用
推
進
連

携
協
議
会
」
や
、
困
難
事
例
・
市
長
申

立
案
件
等
の
個
別
事
例
の
解
決
に
あ
た

る「
定
例
会
」を
開
催
し
、制
度
を
必
要
と

す
る
方
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
内
で
唯
一
の
中
核
機
関

と
し
て
、
よ
り
広
域
的
な
役
割
を
担
え

る
よ
う
周
辺
自
治
体
と
の
協
議
を
進
め

る
な
ど
、
更
な
る

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
教
育

に
つ
い
て

質問
　
本
市
に
お
け
る
学
習
指
導
員

及
び
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
、
現
状

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答弁
　
本
市
で
は
、
教
員
の
負
担
を

軽
減
し
、
本
来
の
業
務
で
あ
る

授
業
を
は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
に
注
力
す
る
た
め
に
有
力
で
あ

る
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
全
小
中
学
校

に
学
習
指
導
員
及
び
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
を
各
１
名
、
甲
府
商
業
高

校
に
学
習
指
導
員
を
１
名
の
計
73
名
の

配
置
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、
短
期
間
で
の
人
材
確
保
に
困

難
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
雇

用
・
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
一
日
当
た

り
の
勤
務
時
間
数
を
柔
軟
に
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
各
校
の

ニ
ー
ズ
と
当
該
人
材
の
経
歴
・
資
格
等

の
す
り
合
わ
せ
を
丁
寧
に
行
う
な
ど
の

工
夫
を
行
っ
た
結
果
、
既
に
全
て
の
学

校
に
配
置
を
完
了
し
て
お
り
、
学
校
現

場
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
教
員
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
た
と
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た

企
業
誘
致
に
つ
い
て　
他

甲
府
市
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
甲
府
市
子
ど
も
応
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て

質問
　
８
月
に
開
所
し
た
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
方
と
、

今
後
の
子
ど
も
応
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　

近
年
、
地
域
課
題
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
に
よ
る
地
域

力
低
下
の
進
行
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
多

様
な
主
体
が
協
働
し
、
地
域
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
多
様
な

分
野
に
お
け
る
市
民
活
動
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
、

そ
の
拠
点
施
設
と
な
る
協
働
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、「
あ
つ
ま
る
」「
つ
な

が
る
」「
活
躍
す
る
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
応
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
相
互

に
連
携
・
協
働
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
中
で
、
効
果
的
に
事
業
が
展

開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

子
ど
も
を
守
る
義
務
に
つ
い
て

質問

①
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

②
児
童
・
生
徒
の
性
被
害
や
性

暴
力
へ
の
教
育
現
場
に
お
け
る
対
応
に

つ
い
て
③
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
ス
・
レ

ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
子
ど
も
の
権
利

を
尊
重
し
互
い
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

応
援
す
る
た
め
、「
甲
府
市
子
ど
も
未
来

応
援
条
例
」
に
規
定
し
た
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
児
童
虐
待
の
防
止
に
お
い
て
、
地
域

へ
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
、
守
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
、

当
事
者
に
し
な
い
た
め
の
生
命
の
安
全

教
育
の
推
進
を
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

③
予
防
可
能
な
子
ど
も

の
死
亡
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情

報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び

接
触
確
認
ア
プ
リ
（
コ
コ
ア
）
に
つ

い
て　
他

政友クラブ
一般質問（分割）

小澤　　浩

政友クラブ
一般質問（分割）

末木　咲子
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民
有
地
に
堆
積
し
た
災
害
ご
み

の
取
扱
い
に
つ
い
て

質問
　
土
砂
災
害
等
に
よ
り
民
有
地

に
堆
積
し
た
流
木
や
倒
壊
家
屋

等
の
災
害
ご
み
撤
去
へ
の
支
援
に
つ
い

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　

甚
大
な
災
害
に
よ
り
、竹
木

及
び
土
石
等
の
障
害
物
が
日
常

生
活
に
欠
く
事
の
で
き
な
い
場
所
へ
侵

入
し
た
場
合
等
に
お
け
る
災
害
ご
み
の

除
去
は
、甲
府
市
地
域
防
災
計
画
の
障
害

物
除
去
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、住
家
が
直
接
被
害
を
受

け
た
も
の
な
ど
、除
去
対
象
条
件
に
該
当

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、早
急
に
除
去
の

順
位
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
除
去
の
実
施
に
お
い
て
は
、
国
土
交

通
省
の
都
市
災
害
復
旧
事
業
や
環
境
省

の
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
な
ど
の
復

旧
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
関
係
機
関
と
緊
密
に

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
で
対
処

が
難
し
い
場
合
は
、
山
梨
県
及
び
協
定

締
結
自
治
体
等
に
、
応
援
を
要
請
す
る

な
ど
の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
転
車
通
学
者
の
保
険
加
入
状

況
と
安
全
教
育
に
つ
い
て

質問
　
山
梨
県
条
例
で
自
転
車
通
学

者
の
保
険
加
入
が
義
務
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
う
学
校
で
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
「
山
梨
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
で
は
、
学
校
に
対
し
て
、
本
年
、

４
月
１
日
か
ら
の
児
童
・
生
徒
へ
の
自

転
車
交
通
安
全
教
育
等
の
実
施
、
10
月

１
日
か
ら
の
自
転
車
通
学
者
に
対
す
る

保
険
等
へ
の
加
入
の
確
認
等
と
、
全
て

の
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
保
険
等
に

関
す
る
情
報
提
供
等
に
努
め
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
校
に
お

い
て
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
室
等
を
実
施

し
、
体
験
的
な
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
保
護
者
等
に
対
し
保

険
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
加
入
状
況
の

確
認
に
つ
い
て
も
、

今
年
度
中
に
、
全
て

の
学
校
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

ス
マ
ー
ト
林
業
に
よ
る
森
林
管
理　

に
つ
い
て　
他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

質問
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど

国
の
支
援
策
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答弁
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
に
つ

い
て
は
、
第
１
弾
か
ら
第
５
弾
を
打
ち

出
す
中
で
、総
額
約
２
１
３
億
５
０
０
０

万
円
の
予
算
を
確
保
し
、
国
か
ら
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
68

の
緊
急
対
応
策
の
う
ち
20
の
対
応
策
に

充
当
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、緊
急
対
応
策（
第
６
弾
）に
お

い
て
も「
感
染
拡
大
の
防
止
と
対
策
機
能

の
強
化
」に
お
け
る「
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

の
設
置
」な
ど
や
、「
市
民
生
活
へ
の
影
響

の
抑
制
」に
お
け
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
環
境
の
充
実
」な
ど
、
ま
た
、

「
経
済
活
動
の
不
安
の
縮
小
化
」に
お
け

る「
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
助
成
金
」の
支
給

な
ど
、
12
の
対
応
策
に
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
以

外
の
国
の
財
政
支
援
を
受
け
る
緊
急
対

応
策
と
し
て
は
、約
１
８
９
億
円
を
要
し

た
「
特
別
定
額
給
付
金
」
を
は
じ
め
、

「
住
居
確
保
給
付
金
」や「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
交
付
金
」、「
妊
産
婦
総
合
対
策

事
業
」
な
ど
26
の
対
応
策
に
約
１
９
６

億
円
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
緊
急
対
応
策
（
第
６
弾
）
に

お
い
て
も
甲
府
市
医
師
会
と
の
連
携
に

よ
る
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
更
な
る
強

化
」
や
「
市
立
甲
府
病
院
に
お
け
る
院

内
感
染
防
止
対
策
の
強
化
」
に
お
い
て

「
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
」
の
活
用
も
予

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
感
染
の
状
況
を
注
意
深
く

見
極
め
、
引
き
続
き
感
染
拡
大
の
防
止

へ
の
対
策
を
怠
る
こ
と
な
く
、
国
や
県

な
ど
の
緊
急
支
援
対
策
等
と
連
動
さ
せ

た
必
要
な
支
援
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
と
と
も
に
、
新
た
な
生
活
様
式
に
対

応
し
た
市
民
生
活
・
地
域
経
済
の
回
復

に
つ
な
げ
る
施
策
を
更

に
講
じ
て
い
く
た
め
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
の
国
等
の
財
政
支

援
を
効
果
的
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

持
続
可
能
な
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
に
つ
い
て　
他

創政こうふ
一般質問（分割）

小沢　宏至

創政こうふ
一般質問（分割）

望月　大輔
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風
水
害
・
土
砂
災
害
に
お
け
る

自
助
強
化
の
取
組
に
つ
い
て

質問
　
風
水
害
・
土
砂
災
害
に
お
け

る
自
助
強
化
の
取
組
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
家
族
構
成
や
生
活
環
境

に
合
わ
せ
、
予
め
時
系
列
で
行
動
計
画

を
立
て
、
災
害
に
備
え
る
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

ご
自
身
の
避
難
行
動
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
災
害
リ
ス
ク

と
正
面
か
ら
向
か
い
合
い
自
ら
の
避
難

行
動
に
つ
い
て
考
え
、
時
系
列
の
計
画

を
立
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
変

有
意
義
な
取
組
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
や
「
逃
げ

ど
き
マ
ッ
プ
」
な
ど
他

都
市
の
事
例
を
参
考
に

防
災
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て

質問
　
包
括
的
な
相
談
支
援
、
参
加

の
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
支
援
の
３
つ
の
支
援
を
一
体
的
に
実

施
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
、

来
年
度
か
ら
実
施
す
る
自
治
体
に
国
の

財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
課
題
を
抱
え
る
本
人
と
家
族
を
中

心
と
し
た
支
援
の
た
め
、
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
ご
所
見

を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
相
談
に
対
し
、
そ
の
内
容

に
応
じ
た
窓
口
に
て
各
窓
口
が
連
携
し

対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
複
雑
・
複
合

化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
本
市
全
体
と
し
て
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
趣
旨
で

あ
る
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が

り
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割

を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
け
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

動
物
の
終
生
飼
養
と
適
正
飼
養
の
推

進
に
つ
い
て　
他

遊
亀
公
園
内
の
命
の
水
と
呼
ば

れ
る
水
飲
み
場
跡
地
や
石
碑
等

に
つ
い
て

質問
　
戦
争
の
記
憶
や
甲
府
の
歴
史

を
今
に
伝
え
る
命
の
水
と
呼
ば

れ
る
水
飲
み
場
跡
地
や
石
碑
等
は
、
遊

亀
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
お
い
て
何

ら
か
の
形
で
残
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
遊
亀
公
園
及
び
附
属
動
物
園

の
整
備
は
、
子
ど
も
が
い
き
い

き
と
元
気
に
遊
べ
、
ま
た
、
多
く
の
市

民
が
集
い
憩
え
る
場
と
し
て
、
公
園
と

動
物
園
を
一
体
的
に
整
備
し
、
賑
わ
い

と
交
流
を
創
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
公
園
及
び
動
物
園
の
整
備
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
甲
府
市
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
感

じ
な
が
ら
健
や
か
に

成
長
で
き
る
公
園
と

す
る
た
め
、
歴
史
的

資
源
も
活
か
し
た
整

備
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

中
心
商
店
街
に
お
け
る
エ
リ
ア

と
し
て
の
感
染
対
策
に
つ
い
て

質問
　
山
梨
県
が
現
在
行
っ
て
い
る

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
制
度
は
、
個
々
の
店
舗
へ
の
取
組

で
す
が
、
甲
府
市
に
お
い
て
は
中
心
商

店
街
へ
ゾ
ー
ン
（
エ
リ
ア
）
と
し
て
感

染
対
策
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答弁
　
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
中
心

商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
街
に

安
心
し
て
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
、
安
心
と
信
頼
の
証
で
あ
る
グ
リ
ー

ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
を
受
け
る
な
ど
、
各

店
舗
に
よ
る
感
染
対
策
の
徹
底
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
積
み
重
ね
が
、

「
点
」
か
ら
「
面
」
へ
と
拡
大
し
、
エ

リ
ア
全
体
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
も
、「
観
光
事
業
者
等
衛

生
対
策
補
助
金
」
の
活
用
の
促
進
と
と

も
に
、
広
報
こ
う
ふ
や
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
や
ま
な
し
グ
リ
ー

ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
の
周
知
を
継
続

す
る
中
で
、
感
染
症
に
強
い
事
業
者
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

甲
府
空
襲
の
体
験
談
を
残
す
取
組
に

つ
い
て　
他

公明党
一般質問（分割）

堀　とめほ

こうふ未来
一般質問（分割）

川崎　　靖
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民生文教
委 員 会

委員長：神山玄太　副委員長：寺田義彦
委　員：池谷陸雄　原田洋二　長沼達彦
　　　　山中和男　植田年美　木内直子

（9月8日審査）
◆�議案第104号　令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第
3号）

　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました
が、病院経営に支障を来さぬよう国に対し減収分の補填を要
望するよう求める意見がありました。
◆�議案第117号　令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第
4号）

　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました
が、医療従事者の安全を確保するとともに、機器導入により
速やかな診断を可能とするよう求める意見がありました。
◆�議案第105号　甲府市子ども屋内運動遊び場条例制定につ
いて
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました
が、子ども最優先の観点から子育て世代に寄り添った施設と
するため、スポンサー企業の広告を募るなど、創意工夫を図
る中で財源を確保することにより、経営の安定化や利用料金
の見直しを図るとともに、施設利用時の駐車場や民間活力を
生かした運営について検討するよう求める意見がありました。
◆�議案第102号　令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補
正予算（第2号）　他3案
　4案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可
決するものと決しました。
◆�請願第2－8号　経営破綻による医療・介護崩壊が起きない
ために、緊急財政支援を求める請願
◆�請願第2－9号　新型コロナウイルスにより医療機関・介護
事業所の経営が破綻しないよう国に意見書の提出を求める
請願
　2件については、国の責任によって財政支援を行うことが必
要だと考えることから採択すべきであるとの意見と、これま
で市中病院、介護事業所も多くの病院等と連携して国に対し
要望されており、請願の願意は国に十分伝わっていると考え
ることから不採択とすべきとの意見があり、採決の結果、い
ずれも多数を持って不採択とするものと決しました。
◆�請願第2－6号　教職員定数改善、少人数学級推進、及び義
務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願
◆�請願第2－7号　甲府市立図書館サービスの充実を求める請願
　2件については、いずれも願意妥当であり採択すべきである
との意見があり、全員異議なく採択するものと決しました。
　なお、請願第2－7号の請願については、当局に対し、令和
2年12月定例会でその処理の経過と結果について報告を求め
ます。
（9月25日審査）
◆�議案第120号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第10
号）中民生文教委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました
が、インフルエンザ予防接種費用の助成については、対象者
への個別通知において、特に受験を控える児童・生徒への配
慮を求める意見や、学校施設における空調機器の設置に係る
電気工事については、学校との協議により授業に支障を来さ
ないよう求める意見がありました。

経済建設
委 員 会

委員長：天野　一　副委員長：中村明彦
委　員：荻原隆宏　岡　政𠮷　坂本信康
　　　　望月大輔　川崎　靖　清水英知

（9月9日審査）
◆�議案第101号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第8号）中経済建設委員
会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、都市計画道路
築造工事（宝二丁目北新線）については、地元住民等の思いを受け止め、適切に
進捗管理を行う中で早期完成に努めるよう求める意見がありました。
◆�議案第103号　令和2年度甲府市地方卸売市場事業会計補正予算（第2号）　
他1案
　2案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決
しました。
◆�請願第2－10号　日本遺産の内容に関する請願
　甲州の匠の源流・御嶽昇仙峡が日本遺産に認定されたことを千載一遇のチャ
ンスと捉え、伝統や文化を含め観光振興に取り組んでいく必要があることか
ら、願意妥当であり採択すべきであるとの意見があり、全員異議なく採択する
ものと決しました。
　なお、請願第2－10号の請願については、当局に対し、令和2年12月定例
会でその処理の経過と結果について報告を求めます。
（9月25日審査）
◆議案第121号　工事請負契約の変更契約の締結について　他1案
　2案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決
しましたが、地域住民や工事関係者等の安全確保に十分留意する中で、早期完
成に努めるよう求める意見がありました。
◆�議案第120号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第10号）中経済建設委
員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、農家やJA山
梨みらい等と積極的に意見交換を行う中で、引き続き農業支援に努めるよう求
める意見や、「がんばろう甲府！最大30％戻ってくるキャンペーン（第2弾）」
については、より多くの店舗で利用できるよう、市内事業者へのキャッシュレ
ス決済導入支援を求める意見がありました。

環境水道
委 員 会

委員長：小沢宏至　副委員長：深沢健吾
委　員：鈴木　篤　金丸三郎　兵道顕司
　　　　堀とめほ　藤原伸一郎　山田弘之

（9月9日審査）
◆�議案第101号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第8号）
中環境水道委員会所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しました。

総　務
委員会

委員長：輿石　修　副委員長：鮫田光一
委　員：小澤　浩　末木咲子　清水　仁
　　　　長沢達也　廣瀬集一　山田　厚

（9月8日審査）
◆�議案第118号　特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、特別職給与の
減額が一般職に影響を及ぼさないよう求める意見がありました。
◆�議案第101号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第8号）中総務委員会所
管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、Web会議やAI
会議録システムが庁内全体で有効に活用できるよう求める意見がありました。
◆�議案第116号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第9号）中総務委員会所
管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、信玄公生誕
500年を記念する企画展の開催にあたっては、新型コロナウイルス感染症対
策に万全を期すよう求める意見がありました。
◆�議案第106号　甲府市手数料条例の一部を改正する条例制定について　他2案
　3案については、いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決
しました。
◆�議案第119号　教育委員会教育長の任命について
　全員異議なく当局原案のとおり同意するものと決しました。
（9月25日審査）
◆�議案第120号　令和2年度甲府市一般会計補正予算（第10号）中総務委員会
所管分
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決しましたが、自治会への感
染予防物品購入補助については、今後の自治会加入促進にもつながるよう効果
的な活用を求める意見や、防災動画の作成にあたっては、有効に活用すること
により、市民の防災意識の高揚に努めていくよう求める意見がありました。

常任委員会審査の概要 予算や条例など付託案件を
審査した経過等の概要です。

常任委員長
報 告 要 旨
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令
和
元
年
度
決
算
を
審
査

◇�

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

坂
本
信
康

副
委
員
長　

天
野　

一

委　
　

員　

池
谷
陸
雄　
　

原
田
洋
二

　
　
　
　
　

深
沢
健
吾　
　

鮫
田
光
一

　
　
　
　
　

輿
石　

修　
　

寺
田
義
彦

　
　
　
　
　

植
田
年
美　
　

中
村
明
彦

　
　
　
　
　

廣
瀬
集
一　
　

川
崎　

靖

　
　
　
　
　

清
水
英
知　
　

山
田　

厚

委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

◆
総
括
質
問

◇�

中
核
市
移
行
に
伴
い
開
設
し
た
甲
府
市
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

保
健
所
機
能
を
併
せ
持
っ
た
保
健
衛
生
行

政
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す

る
た
め
、
公
衆
衛
生
に
関
す
る
豊
富
な
経
験

と
高
度
な
知
識
を
有
す
る
医
師
を
保
健
所
長

と
し
て
招
聘
す
る
中
、
山
梨
県
と
連
携
し
、

専
門
職
で
あ
る
獣
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
職

員
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
本
市
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
人
材
育
成
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
の
集
団
感

染
へ
の
適
切
な
対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
の
速
や
か
な
設
置
な
ど
、
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
に
加
え
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
用
語
解
説
①
参
照
）
予

防
教
室
な
ど
、
健
康
都
市
こ
う
ふ
基
本
構
想

の
推
進
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

今
後
も
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
健
康
づ
く

り
や
健
康
危
機
へ
の
対
応
な
ど
を
着
実
に
推

進
し
、「
元
気
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
こ
う
ふ
」
の
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
続
く
が
、
引
き

続
き
人
材
確
保
や
職
員
研
修
等
に
努
め
、
市

民
の
健
康
を
守
る
体
制
強
化
に
努
め
る
よ
う

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

用語解説①
「フレイル」とは
健康と要介護の中間
のからだや心の機能
が低下した虚弱状態
のことです。
フレイルは、早い時
期に予防に取り組む
ことで、より健康な
状態に戻ることがで
きます。

◇�

こ
う
ふ
開
府
5
0
0
年
記
念
事
業
の
結
果

と
成
果
に
つ
い
て

こ
う
ふ
開
府
5
0
0
年
記
念
式
典
を
皮
切

り
に
、
故
郷
こ
う
ふ
へ
の
誇
り
や
郷
土
愛
を

育
み
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
各
種
事
業
に
多
く
の
市
民
と
取
り
組
む

と
と
も
に
、
本
市
の
取
組
に
賛
同
す
る
多
く

の
皆
様
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
く
な
ど
、
ま
さ

に
市
民
の
後
押
し
の
も
と
推
進
で
き
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
思
い
を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
、

歴
史
・
文
化
の
継
承
や
郷
土
愛
の
醸
成
に
つ

な
が
る
「
私
の
地
域
・
歴
史
探
訪
」
や
、
子

ど
も
た
ち
の
夢
の
育
成
を
促
す
「
こ
う
ふ
ド

リ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
」
な
ど
を
未
来
に
残
す

べ
き
レ
ガ
シ
ー
事
業
と
し
て
継
続
実
施
し
て

い
く
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
育

ん
だ
人
と
の
絆
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

中
で
、
市
民
が
甲
府
に
愛
着
と
誇
り
を
も
っ

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
事
業
期
間
の
最
終
年
を
飾

る
信
玄
公
生
誕
5
0
0
年
に
つ
い
て
も
、
市

民
と
と
も
に
楽
し
み
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
山
梨
県
と
連
携
し
た
事
業
の
展
開
を

求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◇�

第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
の
第
4
次
実
施

計
画
を
踏
ま
え
た
令
和
元
年
度
決
算
の
総

括
に
つ
い
て

第
六
次
甲
府
市
総
合
計
画
の
4
つ
の
基
本

目
標
に
基
づ
き
、
子
ど
も
が
輝
く
ま
ち
と
す

る
た
め
の
甲
府
市
子
ど
も
未
来
応
援
条
例
の

制
定
や
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
の
振
興
に
向
け

た
海
外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
ま
た
、
大

規
模
災
害
に
備
え
た
新
た
な
防
災
拠
点
の
整

備
、
更
に
は
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
実

現
に
向
け
た
甲
府
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
甲
府
市
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
更
な
る
市
民

福
祉
の
増
進
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
様
々
な
事

業
展
開
を
図
る
中
、
本
年
1
月
中
旬
以
降
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
支
援
策
を
最
優

先
に
継
続
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
市
民
生

活
や
地
域
経
済
の
状
況
を
把
握
し
、
万
全
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く

よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◇�

令
和
元
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政
構
造
の

分
析
に
つ
い
て

国
の
地
方
財
政
状
況
調
査
で
の
類
似
団
体

と
の
比
較
に
お
い
て
、
本
市
の
収
入
に
対
す

る
支
出
割
合
は
、
扶
助
費
や
補
助
費
等
が
高

く
、
財
政
調
整
基
金
等
残
高
は
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
が
低
い
と
い
っ
た
状
況
を

踏
ま
え
、
災
害
等
の
突
発
的
な
事
象
に
備
え

る
た
め
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
し
、
よ
り

計
画
的
な
積
立
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
と
も

に
、
扶
助
費
や
補
助
費
等
に
つ
い
て
は
、
そ

の
多
く
が
市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
社
会
保

障
関
係
費
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
今

後
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社
会
経
済
事
情
の
変
容

を
見
定
め
る
中
、
引
き
続
き
国
等
の
財
政
措

置
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、
健
康
都

市
宣
言
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
、
扶
助
費
や
補
助
費
等
の
増
額
傾
向
を

少
し
で
も
緩
や
か
な
も
の
と
す
る
よ
う
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
市
民
生
活
及
び
地
域
経
済
の
認
識
に
つ
い
て

県
内
景
気
は
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
る
と

の
基
調
判
断
が
示
さ
れ
る
中
、
本
市
で
も
納

税
義
務
者
の
増
加
や
有
効
求
人
倍
率
の
高
水

準
で
の
推
移
な
ど
か
ら
景
気
の
緩
や
か
な
回

復
が
続
く
と
認
識
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
し
て
の
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
や
、
市

民
負
担
軽
減
の
た
め
の
経
済
的
支
援
等
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
地
域
経
済
が
一
変
し
た
こ
と
か

ら
、
感
染
拡
大
の
防
止
策
は
も
と
よ
り
、
税

や
保
険
料
の
納
付
相
談
や
徴
収
猶
予
等
の
対

策
の
ほ
か
、
経
済
変
動
対
策
融
資
に
係
る
補

助
な
ど
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、

感
染
の
状
況
を
注
意
深
く
見
極
め
る
中
、
豊

か
で
安
定
し
た
市
民
生
活
の
向
上
や
地
域
経

済
の
回
復
、
発
展
に
つ
な
が
る
施
策
を
講
じ

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

初
動
の
取
組
に
つ
い
て

本
年
1
月
末
に
保
健
所
が
中
心
と
な
り
、

関
係
医
療
機
関
等
と
感
染
症
対
策
会
議
を
設

置
し
、
医
療
提
供
体
制
や
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
て
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
2
月
10
日
に

は
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
24
時
間
体
制
で
の
対
応
に
よ
り
市
民
の

不
安
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の

感
染
予
防
の
働
き
か
け
や
感
染
状
況
に
応
じ

た
職
員
体
制
の
整
備
、
更
に
は
、
医
療
機
関

や
保
育
所
等
の
感
染
予
防
と
業
務
継
続
を
支

援
す
る
た
め
、
感
染
予
防
備
品
の
配
布
な
ど

の
緊
急
対
応
策
も
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

3
月
6
日
に
県
内
初
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て

以
降
、
市
内
で
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
は
避

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
初
動
対

応
が
図
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

○
歳
入
に
つ
い
て

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
本
市
に
お
け
る
低

未
利
用
資
産
の
売
却
等
に
向
け
、
利
用
実
態

の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設
ご
と
に

順
次
個
別
方
針
を
策
定
し
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
今
後
も
様
々
な
手
法
に
よ

り
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
く
よ
う
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
総
務
費
に
つ
い
て

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
（
用
語
解
説
②

参
照
）
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
伴
い
、
事
前
合

宿
を
受
け
入
れ
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
K
A
I
F
U
マ
ル
シ
ェ
」
の

開
催
や
、
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
体
験
談
を
聞

く
「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
実
施
し
、

機
運
の
醸
成
と
事
前
合
宿
地
で
あ
る
こ
と
の

P
R
に
努
め
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
事
前
合
宿
を
契
機
に
更
な

る
国
際
交
流
推
進
を
図
る
よ
う
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

用語解説②
「ホストタウン交流事業」
とは
本市は、フランス卓球・
レスリングチームの事前
キャンプ地となり、東京
オリンピック・パラリン
ピック競技大会に向けて、
様々な機会を通じ交流を
深めています。

○
民
生
費
に
つ
い
て

本
市
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
配
布
事
業
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、

令
和
元
年
度
に
お
い
て
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

1
0
3
枚
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
2
7
3
枚
配

布
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報

誌
へ
の
掲
載
や
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
本
庁
舎
や

学
校
施
設
、
県
立
図
書
館
等
へ
掲
示
す
る
な

ど
、
様
々
な
周
知
活
動
に
努
め
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
事
業
は
「
手
助
け
を
必

要
と
す
る
方
」
と
「
手
助
け
を
す
る
方
」
を

つ
な
げ
る
た
め
に
大
変
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
事
業
の
推
進
を
求
め
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

○
商
工
費
に
つ
い
て

タ
イ
王
国
海
外
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
つ

い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
タ
イ
王
国
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
及
び
商
談
会
を
行
い
、
本

市
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
新
た
な
販
路
を
開
拓
し
、

更
な
る
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ
た
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ジ
ェ
ト
ロ
山
梨
と
連
携
し
、

海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
一
層
努
め
る
と
と
も

に
、「
宝
石
の
街　

甲
府
」
の
P
R
に
努
め
る

よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
教
育
費
に
つ
い
て

学
校
の
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
た
だ
し

た
の
に
対
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び

ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
全
て
の
小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
来
校
者
の
氏
名
・
来
校
目

的
の
記
入
及
び
入
校
証
の
着
用
、
不
審
者
侵

入
時
の
訓
練
等
を
実
施
し
た
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
教
職
員
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
地
域
や
警
察
と
連
携
を
図
る
よ
う
求
め

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
中
間
所

得
層
の
負
担
が
増
え
た
こ
と
か
ら
反
対
で
あ

る
と
の
意
見
や
、
医
療
費
削
減
策
と
し
て
、

引
き
続
き
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促

進
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

○�

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別

会
計

ひ
と
り
親
家
庭
や
寡
婦
の
方
に
と
っ
て
有

益
な
貸
付
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る

周
知
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
企
業
会
計

○
病
院
事
業
会
計

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の

取
組
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
が
ん

手
術
を
は
じ
め
、
化
学
療
法
治
療
や
リ
ニ

ア
ッ
ク
に
よ
る
放
射
線
治
療
等
、
地
域
住
民

が
必
要
と
す
る
が
ん
治
療
に
取
り
組
ん
だ
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
と
し
て
、
質
の
高
い
が
ん
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

○
水
道
事
業
会
計

有
収
率
向
上
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
た

だ
し
た
の
に
対
し
、
新
た
に
時
間
積
分
式
漏

水
調
査
器
を
導
入
し
、
効
率
的
な
漏
水
箇
所

の
調
査
と
修
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
計
画

的
な
管
路
の
更
新
を
行
っ
た
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、一
層
の
有
収
率
向
上
の
た

め
、他
都
市
の
取
組
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究

し
て
い
く
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と

お
り
認
定
、
可
決
及
び
認
定
す
る
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
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令和 2 年 9 月定例会 審議結果
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算

議案第101号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第8号） 9月11日 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第102号 令和2年度甲府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第103号 令和2年度甲府市地方卸売市場事業会計補正予算（第2号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第104号 令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第3号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第116号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第9号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第117号 令和2年度甲府市病院事業会計補正予算（第4号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第120号 令和2年度甲府市一般会計補正予算（第10号） 9月25日 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条
例
の
制
定・一
部
改
正

議案第105号 甲府市子ども屋内運動遊び場条例制定について 9月11日 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第106号 甲府市手数料条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第107号 甲府市税外収入の督促等に関する条例等の一部を改正する
条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第108号 甲府市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第109号 甲府市建築基準法施行条例の一部を改正する条例制定につ
いて 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第118号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令
和
元
年
度
決
算

議案第110号 令和元年度甲府市各会計別決算の認定について 9月25日 認定 〇 〇 〇 〇 × ×

議案第111号 令和元年度甲府市地方卸売市場事業会計決算の認定につい
て 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第112号 令和元年度甲府市病院事業会計決算の認定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第113号 令和元年度甲府市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〃 可決及 

び認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第114号 令和元年度甲府市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

そ
の
他

議案第115号 市政功労表彰の決定について 9月11日 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第119号 教育委員会教育長の任命について 〃 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第121号 工事請負契約の変更契約の締結について 9月25日 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第122号 工事請負契約の変更契約の締結について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

甲議第14号 議会基本条例特別委員会の設置について 9月11日 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲議第15号 教職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費国庫負担
制度拡充を求める意見書提出について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲議第16号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書提出について 9月25日 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

甲議第17号 防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書
提出について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○賛成　×反対

◎市政功労表彰の決定
　本市の発展に尽力され功績が顕著であることから、次の方々を
市政功労表彰者として決定する議案が提出され、全員異議なく�
可決されました。
　髙野恒夫（地域の発展と市民福祉の向上）
　小松史俊（保健衛生の向上）

◎人事案件については、次のとおり同意されました。
◆教育委員会教育長の任命について
　數野保秋

� （敬称略）
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市民の声を反映して
請願または議員自らの提案に基づき、議会の意思を決定し提出します。

教職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書

義務教育費国庫負担制度については、3分の1に引き下げられ、独自財源により人的措置を行っている自治体
も多く、地方自治体財政を圧迫していることや自治体間の教育格差が生じることは大きな問題である。
子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であり、定数改善に向
けた財源保障のためにも国庫負担割合2分の1への復元が必要であることから、次の事項について適切な措置を
講ずるよう強く要望する。

1　�計画的な教職員定数改善を進めるとともに、少人数学級の推進を図ること。
2　�教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国庫負担割合を2分の1
に復元すること。

3　�教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

令和3年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、次の事項を確実に実現されるよう強く要望する。

1　�地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨時財政
対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

2　�地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が発揮できるよう総額を確保すること。
3　�令和2年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じるとと
もに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

4　�税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につい
ては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続にあたっては、有効性・緊急性を厳格に判断すること。

5　�固定資産税の制度の根幹に影響する見直しは断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は
今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　経済産業大臣　内閣官房長官
　　　　まち・ひと・しごと創生担当大臣　経済再生担当大臣

防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書

今後起こりうる大規模自然災害の被害を最小限に抑え、迅速な復旧復興へとつながるよう「防災・減災、国土強
靭化」はより一層、十分な予算の安定的かつ継続的な確保が必須であることから、次の措置を講じられるよう強く
要望する。

1　�令和 2年度末期限の「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」の更なる延長と拡充を行うこと。
2　�地方自治体が国土強靭化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を図ること。
3　�災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るとともに、国土強靭化のための財源を安定的に確保する
ための措置を講ずること。また、その配分にあたっては、社会資本整備の遅れている地方に十分配慮すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　国土交通大臣　内閣官房長官
　　　　国土強靭化担当大臣　内閣府特命担当大臣（防災）
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7月22日（水）	 会派代表者会議、議会制度調査研究会
7月27日（月）	 リニア・公共交通調査研究会
7月28日（火）	 関東市議会議長会
7月31日（金）	 正副委員長会議、まちづくり調査研究会
8月 4 日（火）	 議会運営委員会
8月11日（火）	 民生文教委員会
8月17日（月）	 �会派代表者会議、リニア・公共交通調査研究会、	

まちづくり調査研究会
8月18日（火）	 正副委員長研修会
8月21日（金）	 会派代表者会議
8月26日（水）	 議会運営委員会、会派代表者会議
8月31日（月）	 �議会運営委員会、9月定例会開会、	

本議会（提案理由の説明）、広報委員会
9月 3 日（木）	 本会議（質疑及び市政一般質問）
9月 4 日（金）	
9月 7 日（月）	 �議会運営委員会、本会議（提案理由の説明、各常任	

委員会付託、決算審査特別委員会設置）、	
決算審査特別委員会

9月 8 日（火）	 常任委員会（総務・民生文教）
9月 9 日（水）	 常任委員会（経済建設・環境水道）
9月10日（木）	 リニア・公共交通調査研究会
9月11日（金）	 �議会運営委員会、本会議（各常任委員長報告、討論、	

採決、議会基本条例特別委員会設置）、	
議会基本条例特別委員会、会派代表者会議

9月14日（月）	 決算審査特別委員会
9月15日（火）	
9月16日（水）	
9月17日（木）	
9月18日（金）	
9月23日（水）	
9月24日（木）	 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
9月25日（金）	 �議会運営委員会、本会議（決算審査特別委員長報告、

討論、採決、提案理由の説明、各常任委員会付託）、	
総務・民生文教・経済建設委員会、本会議（各常任
委員長報告、採決）、9月定例会閉会、広報委員会

10月 6 日（火）	 広報委員会

甲府市議会ホームページ・Eメール
URL	 http://www.city.kofu.yamanashi.jp/

shise/gikai/index.html
Email	gikai@city.kofu.yamanashi.jp 〈モバイル〉 〈フェイスブック〉
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昨年 11月に開催した甲府市議会初めての「市民と議会の交流会」は、「甲府市を良くしたい」の思いがあふれた交
流会でした。今回の甲府市議会だよりは、その後、市議会としてどのような対応をしてきたのかを掲載しました。この
ような機会を通じて多くのみなさまに市政に関心を持っていただけたらと考えています。
昨年度から検討が始まった市議会だより改善の取組が動き始めました。広報委員会で議論を重ね、より読みやすい市
議会だよりをお届けしたいと思います。みなさまのご意見もぜひお寄せください。
� 広報委員　木内直子
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12月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日
11/30 12/1 2 3 4 5 6

本会議
（開会） 休会 休会 本会議

（市政一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
本会議

（市政一般質問） 常任委員会 休会 本会議
（閉会）

　本会議の内、開会日及び市政一般質問を行う3日間はNNS（10ch）やインターネットによる�
中継のほか、本庁舎南側にある大型ビジョンでも放映します。

議 会 日 誌

無料アプリ「マチイロ」を利用して、スマ
ートフォンなどで、いつでも甲府市議会
だよりがお読みいただけます。
※通信料は利用者負担となります。
※�表示される広告の内容については、一切
責任を負いません。

番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請
　
　
願

第 2 － 4 号 甲府市立図書館サービスの充実を求める請願 民生文教 取り下げ
（承認）

第 2 － 6 号 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願 〃 採択
第 2 － 7 号 甲府市立図書館サービスの充実を求める請願 〃 〃
第 2 － 8 号 経営破綻による医療・介護崩壊が起きないために、緊急財政支援を求める請願 〃 不採択

第 2 － 9 号 新型コロナウイルスにより医療機関・介護事業所の経営が破綻しないよう国に意見書の提出を求め
る請願 〃 〃

第 2 －10号 日本遺産の内容に関する請願 経済建設 採　　択
第 1 － 3 号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める請願 民生文教 継続審査
第 1 － 4 号 介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 5 号 看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める請願 〃 〃
第 1 － 6 号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願 経済建設 〃
第 2 － 2 号 治安維持法犠牲者国家賠償法（仮称）の制定等を国に求める請願 総　　務 〃

令和 2 年 9 月定例会 請願審査結果
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請願審査結果 議会日誌 12月定例会の予定




